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最
初
に
、
本
パ
ネ
ル
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
私
の
主
要
な
関
心
と
、
そ
の
問
題
意
識
の
由
来
を
簡
単
に
紹

介
し
た
後
に
、
各
発
表
者
へ
の
コ
メ
ン
ト
と
質
問
を
述
べ
た
い
。 

私
の
専
門
分
野
は
イ
ス
ラ
ー
ム
だ
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
比
較
か
ら
日
本
的
宗
教
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
る
。
シ
ャ
リ
ー
ア
が
儀
礼
規
範
、
婚
姻
な
ど
の
法
的
規
範
、
食
物
規
範
な
ど
を
包
摂
す
る
よ
う
に
、
イ

ス
ラ
ー
ム
は
信
仰
者
の
社
会
生
活
を
統
合
す
る
宗
教
で
あ
る
。
日
本
の
宗
教
は
そ
れ
と
は
対
照
的
で
、
神

道
と
仏
教
、
儒
教
が
共
存
し
、
Ｊ
・
Ｍ
・
キ
タ
ガ
ワ
は
そ
の
関
係
を
「
宗
教
の
分
業
」
と
説
明
し
た
。
本

パ
ネ
ル
の
発
表
で
も
神
道
へ
の
言
及
は
少
な
い
。
仏
教
の
研
究
者
は
ほ
と
ん
ど
神
道
に
言
及
せ
ず
、
神
道

研
究
者
も
仏
教
に
触
れ
な
い
の
が
日
本
の
宗
教
研
究
の
現
状
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
を
迎
え
て
、
日

本
人
が
素
朴
に
「
自
分
は
無
宗
教
」
と
す
る
自
己
理
解
は
不
適
切
で
、
い
か
に
日
本
の
宗
教
を
他
者
に
説

明
で
き
る
か
が
日
本
の
宗
教
教
育
の
差
迫
っ
た
課
題
で
あ
る
。
と
り
わ
け
伝
統
的
に
教
義
体
系
の
な
い
神

道
を
説
明
す
る
工
夫
が
必
要
だ
ろ
う
。
第
二
に
、
私
は
日
本
に
ム
ス
リ
ム
移
民
が
増
加
す
れ
ば
、
日
本
社

会
と
の
軋
轢
を
生
み
、
排
除
さ
れ
か
ね
な
い
と
の
危
惧
を
抱
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
以
下
の
質

問
を
し
た
い
。 

藤
原
聖
子
氏
は
イ
ギ
リ
ス
の
宗
教
教
育
に
つ
い
て
、
異
文
化
共
生
の
知
識
教
育
だ
け
で
は
社
会
の
分
断

を
阻
止
で
き
ず
、
宗
教
の
価
値
へ
の
踏
み
込
み
や
、
行
動
す
る
信
仰
者
を
視
野
に
い
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ

ア
ン
的
な
宗
教
観
に
基
づ
く
教
育
へ
の
転
換
を
説
明
し
た
。
相
当
数
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
徒
や
ム
ス
リ
ム
が

暮
す
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
は
、
多
宗
教
、
多
民
族
の
相
違
（
分
断
）
が
見
え
る
が
、
移
民
や
難
民
の
受
け
入

れ
に
消
極
的
な
日
本
で
は
、
異
質
な
人
々
と
の
相
違
が
見
え
に
く
い
。
こ
の
よ
う
な
日
本
社
会
で
コ
ミ
ュ

ニ
タ
リ
ア
ン
的
宗
教
観
は
日
本
人
に
理
解
さ
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
る
の
か
が
私
の
第
一
の

質
問
で
あ
る
。
そ
れ
と
関
連
す
る
が
、
日
本
人
は
自
分
の
生
活
様
式
に
潜
む
宗
教
を
宗
教
と
は
意
識
し
て

い
な
い
。
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
扱
い
、
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
知
り
た
い
。
イ
ギ
リ
ス
か
ら
学

ん
だ
適
用
例
や
、
日
本
社
会
を
前
提
と
し
た
宗
教
教
育
の
事
例
が
あ
れ
ば
紹
介
し
て
ほ
し
い
。 

 

土
井
健
司
氏
は
脳
死
問
題
が
今
で
は
「
知
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
」
さ
れ
て
、
考
え
な
く
な
っ
て
い
る
危
険

性
を
指
摘
し
、
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
だ
が
、「
知
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
」
は
一
面
で
は
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
脳
死
問
題
に
一
定
の
合
意
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
か
。
日
本
社
会
で
は
、

こ
の
よ
う
に
一
度
、
合
意
さ
れ
た
考
え
方
や
生
活
様
式
は
根
強
く
、
そ
れ
に
異
を
唱
え
、
別
行
動
を
と
る

人
々
を
抑
圧
し
、
と
き
に
排
除
し
が
ち
で
あ
る
。「
知
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
」
は
脳
死
問
題
に
限
ら
ず
、
日
本

的
な
考
え
方
、
生
活
様
式
に
潜
む
他
の
問
題
に
も
一
般
化
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
日
本
的
生
活
様
式
に

異
を
唱
え
る
者
を
抑
圧
し
排
除
す
る
こ
と
は
、
合
意
さ
れ
た
生
活
様
式
が
一
種
の
規
範
性
を
帯
び
る
よ
う

に
も
思
え
る
。
第
二
に
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の
学
校
で
の
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
宗
教
を
考
え
る
教
育
に
言
及

し
た
が
、
公
立
学
校
で
ど
の
よ
う
に
宗
教
や
宗
教
の
立
場
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
を
尋
ね
た
い
。 

最
後
に
ヨ
ー
ン
・
ボ
ル
プ
氏
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
イ
ス
ラ
ー
ム
が
ど
の
よ
う
に
教
え
ら
れ
て
い
る
の

か
を
尋
ね
た
い
。
最
近
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
へ
の
偏
見
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
な
く
す

た
め
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
教
え
方
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
を
聞
き
た
い
。
近
代
以
後
、

と
り
わ
け
二
一
世
紀
前
後
か
ら
は
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
が
テ
ロ
や
紛
争
を
お
こ
し
て
い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
列
強
が
侵
入
す
る
以
前
の
中
東
イ
ス
ラ
ー
ム
社
会
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
寛
容
だ
っ
た
。

オ
ス
マ
ン
帝
国
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
追
放
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
を
受
け
入
れ
、
土
地
と
住
居
さ
え
与
え
、
そ

の
子
孫
が
ま
だ
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
残
っ
て
い
る
。
ア
ル
メ
ニ
ア
の
司
教
座
教
会
は
ス
ル
タ
ン
に
よ
っ
て

建
設
さ
れ
た
教
会
だ
と
い
う
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
寛
容
な
一
面
、
そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
積
極
的

に
教
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
知
り
た
い
。 


